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2022 年 10 月 28 日 
 
 
 

都市基盤工学コース，建築環境デザインコースの学生らが 
有明海沿岸道路 橋梁・地盤改良技術の現場研修に参加 

 

 

【本文】 

 佐賀，福岡の両県では，有明海沿岸道路の建設が進められ，福岡県側では，平成 20 年の部

分開通を始めとして，佐賀県へ向けて順次延伸されています。令和 3 年 3 月には筑後川の渡

河を含む大野島 IC までが開通し，そして早津江川の渡河を含む諸富 IC までの区間が本年 11

月 12 日に開通する予定です。今回，その開通に先立ち，事業者である国土交通省九州地方整

備局 有明海沿岸道路工事事務所主催によって現場見学会が開催されました。見学会には本

学部都市基盤工学コース・建築環境デザインコースの学生と都市工学部門教員の計 58 名が参

加し，事業概要，有明早津江大橋渡河部，地盤改良工，橋梁下部工を学びました。 

有明海湾奥部沿岸の低平地には，有明粘土で構成される軟弱地盤層が存在します。極めて

変形しやすい特徴があり，その地上部で橋梁や盛土といった重量のある土木構造物が建設さ

れる際には，試験施工などを経て，十分に配慮を重ねた上で施工される地盤改良工が必須で

す。また，橋梁の設計選定においては，経済性だけで無く地盤の特徴などを考慮した構造性，

施工中の影響，周囲の景観との調和なども総合的に評価されるので，様々な橋梁を見学でき

ることは重要な事例研究となります。そのため詳細な解説とともに普段は接することの出来

ない工事現場を間近で見られることは，たいへん貴重な機会です。 

都市工学分野の両コースでは，3 年次の学生を対象として地盤工学，水環境工学，構造工

学，都市計画，建築環境デザインの 5 分野に分かれた「都市基盤工学ユニット演習」と「建

築環境デザインユニット演習」という科目を後学期に開講しています。座学の総括という目

的を持つ科目となり，4 年次の卒業研究着手を目前に控え，重要な必修科目となっています。

今回の現場見学には地盤工学と構造工学分野のユニット演習を履修した学生と，両分野に関

係する研究室の学生が参加しました。本研修によって今後の卒業研究への弾みや建設分野へ

の就職と活躍の一助になれば幸いです。 

最後に，本見学会開催に当たり国土交通省九州地方整備局 有明海沿岸道路工事事務所の

皆様には多くのご支援賜りました。ここにお礼申し上げます。  

【概要】 

 10 月 20 日，国土交通省九州地方整備局有明海沿岸道路工事事務所の主催による有明

海沿岸道路 諸富 IC―大野島 IC の開通前の現場研修に，本学部都市基盤工学コース，

建築環境デザインコースの教員・学生ら 58 名が参加しました。学生らは，現場見学を

通して，佐賀低平地ならではの土木工学技術の他，周辺景観への配慮などを広く学べる

貴重な機会となりました。 
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事業概要の説明 

 

 
有明早津江大橋での記念写真 
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有明早津江大橋から望む昇開橋 

 

 
地盤改良工の見学 
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九建日報 令和 4 年 10 月 24 日(月) 
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建設新聞 令和 4 年 10 月 22 日(土) 

 

 


